
 

 

 

            

 

 

 

 

 

５月に入っても気温の変化が激しい、前日との温度差が大きくて苗と体調の管理が大変。苗も温度

差が大きかったりすると、葉と根の温度差が生じて病気が発生しやすくなります。生き物と同じなんだ

と感じます。 農家の都合ではなく、天候や苗の生育に合わせて作業を行うのが農業なんですよ。 

無農薬実験、３成分実験、菜種プロジェクト等

共同開発米部会が行っている様々な実験事業

を総称した遊佐が思い浮かぶプロジェクト名

を募集しています。 採用とは別になんと今回

  はお勧め遊佐地酒をプレゼントします。 

天候不順で野菜の価格が上昇

したりするとＴＶで出てくるのが室内栽培の野菜。人

工灯を用いて土も使用しないから無農薬で安心安全

しかも気象の影響を受けないと…。 否定はしないが

百姓として自分は受け入れたくないです。そんな技術

より、輸入に頼らない国内自給の農業システムを築い

ていくべきと考えます。土にまみれ、天候に左右され、

水の大切さを知ってこその農業で、だからこそ産物の

ありがたみや大切さ知ってもらえるのだと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは！遊佐でお米を作っている荒生慎

太郎といいます。家の米作りを手伝うようにな

ってまだ間もないので、まだまだ分からない事

ばかりですが、皆さんにおいしいお米を食べて

もらうために頑張ります。応援して下さい！ 

今年の春作業は本当に天候不順に悩まされました。 ４月の

降雪や長雨の為、田んぼが乾かず機械が田んぼに入れな

い。耕起作業でトラクタ－が田んぼでぬがった（標準語に変

換するとはまった？）りと、毎日そんな情報が耳に・・・。  

4 月から本田作業が本格的に始まりましたが、今年は鳥海山を背景に

仕事が出来る日が少ない！ お年寄りも初めてという気象状況です。 

不安ではあるが気合いを入れて本田作業開始です！！ 


